
近畿ブロック2025年度第2回公開研修会（2025.5.17大阪ヒルトンプラザウェスト会議室）

「登録日本語教員時代に求められる２つの視点―「連携」と「史的俯瞰」―」

地域の日本語教育関連機関の連携をどう進めるか？

～九州・沖縄の取り組みを通して～

日本語教師養成・研修推進拠点整備事業（九州・沖縄ブロック）

福岡女子大学 橋本直幸



・福岡県設置の公立大学（1923年創立）

・１学部３学科
（国際文理学部―国際教養学科・環境科学科・食健康学科）

・2011年の学部改組以降、「グローバル」「リーダーシップ」教育

・１年次全寮制による留学生との生活

日本語教員養成（副専攻）
2014年から実施



九州・沖縄地域の日本語教育・日本語教員養成の特徴

・日本語教員養成を行っている機関（大学）は多くあるが、いずれも機関内の担

当者が少なく、孤軍奮闘している。

・九州日本語教育連絡協議会（九日連）を基盤とした、日本語教育関係者のネッ

トワークは比較的強い。

・労働力不足への対応や半導体産業の進出による外国人労働者（家族）の増加。

自治体・経済団体・教育委員会・NPO団体などを含むより強固な連携

それぞれの機関がもつ人的・物的リソースを共有できるような連携

地域で活躍する人材をともに育てていく連携

九州・沖縄の現状と新たな連携の構築



研修部会

キャリア部会

調査部会



加盟機関（2025.5.9現在）

【大学】 福岡女子大学、筑紫女学園大学、福岡女学院大学、別府大学、熊本学園大学、

長崎外国語大学、長崎純心大学、鎮西学院大学、鹿児島国際大学、名桜大学

【日本語学校・日本語教師養成機関】 学校法人中村英数学園（九州英数学舘、国際言語

学院）、株式会社グローバルウィザス、学校法人宮崎総合学院宮崎情報ビジネス専門学校、

専門学校湖東カレッジ、学校法人専修学校久留米ゼミナール、あさひ日本語学校、アジア

  日本語学院

【行政系機関】 福岡県企画・地域振興部国際局、長崎県文化観光国際部国際課、(公財)

佐賀県国際交流協会、(公財)福岡県国際交流センター

【NPO等団体】 NPO多文化共生プロジェクト、九州日本語教育連絡協議会（九日連）、

一般社団法人FCC GROOVE

【その他】合同会社pordo

そのほか部会委員として、九州大学、長崎大学、鹿児島大学、福岡県教育庁義務教育課、九州商工会

議所連合会、独立行政法人国際協力機構九州センター（JICA九州）、九州測量専門学校日本語科か

らも参画



2023(R5) 2024(R6) 2025(R7)

採択 若手部会 新設CJTT正式発足
（加盟機関募集開始）

キックオフイベント

10月 9月 4月

日本語教師研修会

（長崎）

養成課程教職員

情報交換会

公開シンポジウム

日本語学校フォーラム

※このほか、各部会を年に３～４回開催

「大学日本語教員養成課程の現状と実践」



2024年度の一般公開イベント



日時：2024（令和6）年10月18日（金）13:00～16:00

参加：福岡・長崎・熊本の11大学22名

内容：

1.自己紹介・各大学の日本語教員養成課程の紹介

（養成課程の概要、申請作業の進捗など）

2. 10月13日開催 大学日本語教員養成課程研究協議会（大養協）の報告

3.「登録日本語教員養成機関」の登録等に関する意見交換

4.「登録実践研修機関」の登録等に関する意見交換

5. その他

登録日本語教員養成機関・登録実践研修機関の登録に
向けた情報交換会

・部会委員（大学養成担当教員）からの相談
「登録作業について他の大学の先生に話を聞きたい」

・平日午後にもかかわらず多数参加

・養成課程を担当する職員も参加
→ 登録に向けた学内での教職共同体制の構築

他大学の職員同士での連携



日時：2025（令和7）年3月20日（金）13:00～15:30

会場：福岡女子大学

参加者：福岡近郊の日本語学校関係者（校長・主任・事務）

             30校 36名

内容：テーマに沿ってグループディスカッション

「学生のサポートについて」

「採用・研修の方法について」

「認定日本語教育機関の認定について」

日本語学校フォーラム

～福岡から始まる新しい連携の形～

・部会委員（日本語学校教員）からの発案

「大学の情報交換会（先例）のようなものを日本語学校
でもやりたい」

・3月末だったので、会場（大学）のみ提供
→ コンソーシアム内のリソース提供の良い形

・「長崎でも実施したい」（長崎からの参加者）



●小さく始めて、徐々に広げる

・九州・沖縄全域を視野に入れた企画よりも、まずは福岡近郊でモデル的に

試行してみて、成果と課題を生かしながら、各地で実施

・まずは同じ立場（職業）でのネットワーク作り、その後、業種を超えて。

・なるべくお金のかからない企画（拠点事業終了後を見据えて）

●部会委員におまかせ

・発案、企画、運営を部会委員が担当（拠点校はサポート役）

・人材、アイデアが豊富（こっそり温めていた企画をみんな持っている）

試行錯誤の中で見えてきたこと



第１回 福岡女子大学

「留学生との共同生活から日本語教育へ」

第２回 筑紫女学園大学

「「どんな日本語教師になりたい？」に向き合う

           日本語教員養成課程」

第３回 合同会社pordo「社名に込めたもの」

第４回 佐賀県国際交流協会

「地域を支える日本語教師」

第５回 宮崎大学

「多様な留学生への日本語学習機会の提供」

第６回 一般社団法人FCC GROOVE

「キャリアを武器に、人生という名の冒険の旅に出る」

第７回 株式会社福岡日本語学校

「目指す人物像は「国際社会のランダムウォーカー」」

第８回 専修学校久留米ゼミナール

「久留米で育つ、自主性。一人一人の夢の実現へ。」

ホームページでの広報活動

～連載・九州・沖縄の日本語教育の現場～

・月１回更新
・事務局から依頼
・ネタには困らない
（自分たちの活動をぜ

ひ知ってもらいたい！）



◆ 日本語教育を学ぶ大学生の交流会 （5/19 @九州大学西新プラザ）

・現職日本語教員の話（若手部会３名）、キャリア教育の専門家の話

・学生同士の交流（9大学、約100名の学生が参加予定）

◆ 学校教員を目指す人のための日本語教育基礎講座

・近隣の教員養成系大学からの相談

「これから学校教員を目指す学生に、日本語教育について学ぶ機会を」

・全７回の対面研修を実施

（大学教員のほか、現職学校教員・教育委員会・外国人サポート団体などの協力）

◆「自治体における日本語教師の働き方」取組の実践交流会

・自治体職員を対象にした講演会、事例共有の実践交流会

◆ 公開研修会「日本語教師研修会2025 in 熊本」（8/30熊本学園大学）

「九州・沖縄発 多様な日本語教育の道―私たちの歩みと未来―」

◆ オンライン研修3コース（参照枠・生成AI・キャリア（採用・研修担当者向け））

2025（令和7）年度の取組



● 拠点事業終了後の将来像

・九州・沖縄の自主的な取組をサポートする役割

（現在は自主的な取組を促す役割）

・それぞれが提供できるリソースやネットワークを共有し、仲介する役割

「大学の施設使ってください」「○○先生、紹介しますよ」

・地域の要望、相談に応える役割

「こういうことやってみたいんだけど…」

●現在の課題

体系的な研修とその根拠となる調査の実施

・目指す高度人材のイメージ共有

・その裏付けとなる調査（地域が求める日本語教育人材の調査）

これからのこと



機関・
団体名

種別 地
域

協力できること
連携したいこと・コンソーシア
ムパートナーにお願いしたいこ

と
一言

福岡女子大
学

大学 福
岡

・講師の派遣（分野：①②③⑧⑨⑳
～㉛、㊲～㊺）
・日本語学校等のビジターセッショ
ン等への学生の派遣
・施設の貸し出し（一部有料）

・日本語学校の授業見学
・養成課程の学生に日本語学校
の様子を話してほしい
・養成課程の学生どうしの交流

よろしくお願いしま
す！

○○日本語
学校

日本語学
校

佐
賀

・授業見学・学校見学の受け入れ
・インターンシップ受け入れ
・養成課程学生に向けた現場の紹介
・認定申請作業に関するアドバイス、
情報提供

・大学での学び直し研修（日本
語教員試験受験対策）
・他の日本語学校との情報交換

2024年に認定されま
した！

NPO××× NPO 沖
縄

・講師派遣
・ボランティア教室の紹介、仲介

・主催するボランティア教室へ
の参加（とくに学生さん！）

○○県国際
課

行政 ・○○県の外国人施策に関する情報
提供（公開
済のものに限る）

・○○県のボランティア教室の紹介
・施設の貸し出し

・県内ボランティア教室を対象
とした研修会への講師派遣
・

CJTT加盟機関 リソースデータベース（構想中）

http://www.fwu.ac.jp/
http://www.fwu.ac.jp/


ご清聴ありがとうございました


	スライド 1: 近畿ブロック2025年度第2回公開研修会（2025.5.17大阪ヒルトンプラザウェスト会議室） 「登録日本語教員時代に求められる２つの視点―「連携」と「史的俯瞰」―」
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15

